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Abstract:　 The object of this article is to trace and analyse the vacillating mode of Baudelaire's self between
ecstasy and horror in the feminine world. For Baudelaire, who finds in the form of androgyny an idealistic model of
an artist, emanations from women have a reversibility that restores his inner health. He scatters his self in the
feminine world. But endlessness of women's desire terrifies him. He discovers signs of evil in natural desires of
women and combinates desire for sex with that for destruction. Love is, for Baudelaire, like a surgical operation or a
duel in which he feels fear of losing his essence. As a dandy, he tries to concentrate his self. To moderate provocative
presence of women's flesh, Baudelaire wants to frame woman with jewelry or landscape. Or he sublimates women's
presence into memory or spiritual being. But Baudelaire never stops wavering between ecstasy and horror in the
feminine world.



















ドレールのサディズム』(Georges Blin, Le Sadisme de
Baudelaire, José Corti, 1948) と、レオ・ベルサーニの『ボー
ドレールとフロイト』(Leo Bersani, Baudelaire and Freud,
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Œuvres complètes de Baudelaire, texte établi, présenté et
annoté par Claude Pichois, bibliothèque de la Pléiade, Gallimard,
tome I 1975, tome II 1976 (t.I,t.II,と略す ).
Correspondance de Baudelaire, texte établi, présenté et annoté
par Claude Pichois avec la collaboration de Jean Ziegler,












































































































た」（Le Balcon, t.I, p.37）。さらに女性の「眼」、この「魂の




性の眼差しは、「生きた松明」 (Le flambeau vivant, t.I, p.43)で
あり、「光に満ち」 (ibid.)、詩人の「以前萎れていた心」  (XLII,
t.I, p.43) を、「再び花開かせ」 (ibid.)、「愚かな乱痴気騒ぎの
煙ただよう残骸」 (L'Aube spirituelle, t.I, p.46)の上から詩人を
「美の道へと導く」(Le Flambeau vivant, ibid.)。
ボードレールの感覚は、女性の肉体から発散されるもの
に恍惚としてゆく。彼は、女性の「両の肩から光のように











Et son bras et sa jambe, et sa cuisse et ses reins,
Polis comme de l'huile, onduleux comme un cygne,
Passaient devant mes yeux clairvoyants et sereins ;





ようにくねくねと」Polis comme de l'huile, onduleux comme un
cygneという行における lの畳韻法、またこの流音の lと明

















































































(M.Proust, A la recherche du temps perdu, bibliothèque de la


























































































「僕の精神は（…）知るだろう」mon esprit (…) Saura、「僕の






























「おお、僕の心の生にして死よ」(Le Flacon, t.I, p.48)。「おお、





































































































































「詩編第 25」XXV, t.I, p.28
だが、たとえ自らを知らぬ悪であっても、「《悪》から美




















に、「人間の本源的な邪悪さ」(Notes nouvelles sur E.Poe, t.II,









































































































































































































































































































































／僕の血、僕の肉体」(L'Amour et le Crâne, t.I, p.120)なので
ある。女性の内にやどる旺盛で自然な生命力は、詩人の実
質を徐々に吸い取っていく。「この世の血を飲んでしまう
者」(XXV, t.I, p.28) と形容される女性の、「腹の上では《殺
人》が愛らしく踊っている」(Hymne à la beauté, t.I, p.25)。愛
くるしいバンパイアである女性、「彼女は僕の骨のすべての

















































































































金属製のもの、金ぴかの飾り」(Le Cadre, t.I, p.39)も、女性
の縁飾りの役割をはたす。女性を縁どるこれらのものは、彼





自然な皮膚の肌理と色に「抽象的な統一」(Le Peintre de la






































「バルコニー」Le Balcon, t.I, p.36-37
僕の中でお前の思い出は聖体顕示台のように輝いてい
る !








「霊的な夜明け」l'Aube spirituelle, t.I, p.46
以後、霊的な存在となった女性のふたつの眼は「生きた
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（東京海洋大学海洋科学部海洋政策文化学科）
要旨：　本稿は「オンナノセカイ」におけるボードレールの自我の恍惚と恐怖の間を揺れ動く様態を跡付
け分析することを目的としている。男女両性具有という形態に芸術家の理想的なモデルを見い出すボード
レールにとって、女性からの発散物は彼の内的健康を回復させるという功徳を持っている。彼は女性の世
界にみずからの自我をまき散らす。だが女性の欲望の際限なさは彼を恐怖におとしいれる。彼は女性の自
然な欲望のうちに悪の萌芽を見い出し、性的欲望を破壊の欲望と結びつける。恋愛はボードレールにとっ
て外科手術あるいは決闘のようなものとなる。彼はそこでみずからの実質を失う恐怖を味わう。ダンディ
としてかれは自分の自我を集中させようと努める。女性の肉体の挑発的な現前を和らげるために、ボード
レールは女性を宝石類や風景によって縁どろうとする。あるいは女性の現前を思い出あるいは霊的な存在
へと昇華する。しかしボードレールは女性の世界において恍惚と恐怖の間を揺れ動くことを決してやめは
しないのである。
キーワード：　ボードレール、女性の世界、自然な欲望、恍惚、恐怖、分散する自我、自我の集中

